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海岸線延長 約７６７ｋｍ

豊前豊後沿岸 延長約３５２ｋｍ

周防灘沿岸は、比較的単調な海岸を呈し
遠浅で干潟が干出する。リアス式海岸と砂
浜で形成される国東半島、海底勾配が急な
別府湾、大分市沿岸では埋立地が形成され
ている海域。

関崎以南では、岩石が浸食されたリアス
式海岸を呈しており、多くの岬や入り江、岩
礁、海食崖かなる豪快で勇壮な景観を有す
る海域。

大分県沿岸の概要（今回の津波浸水想定の対象範囲）

豊後水道西沿岸 延長約４１５ｋｍ



基本的な考え方

１）地域海岸ごとに津波高さ（既往津波・想定津波）を整理
２）下図のようなグラフを作成し、最大クラスの津波となる可能性のある対象津波群

の中から、津波高さが最も大きくなると考えられるものを最大クラスの津波とし
て選定

３）この津波を対象に、一定の悪条件の下、津波浸水シミュレーションを実施し、
浸水域及び浸水深を算定

図 最大クラスの津波を選定するためのグラフ

（「津波浸水想定の設定の手引き」（国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか、平成24年10月）より）

対象津波群の中から最大クラス津波を選定
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過去に大分県沿岸に襲来した記録等がある既往津波
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大分県とその周辺の主な被害地震
（地震調査研究推進本部資料）

発生日 地震名 M

684年？ 龍神池に津波
痕跡あり

－

1361年？ 龍神池に津波
痕跡あり

－

1596年9月4日 慶長豊後地震 7.0

1707年10月28日 宝永地震 8.6

1769年8月29日 明和地震 7.4

1854年12月23～
26日

安政南海地震 8.4

1946年12月21日 昭和南海地震 8.0

1968年4月1日 日向灘地震 7.5

2011年3月11日 東北地方太平
洋沖地震

9.0

出典：本県に残る歴史古文書等を基に有識者
会議が整理した津波被害記録、「大分県災異
誌」、「津波痕跡データベース」など



想定津波について その１

○「南海トラフの巨大地震によ
る津波高・浸水域等（第二
次報告）及び被害想定（第
一次報告）について」
（平成２４年８月２９日 内閣府 防
災担当）

南海トラフ
（東海・東南海・南海・日向灘）

においてM9.1

現時点の最新の科学的知見に基づき、
発生しうる最大クラスの地震として「南
海トラフの巨大地震」を推計しているた
め、大分県においても検討が必要

現時点の最新の科学的知見に基づき、
発生しうる最大クラスの地震として「南
海トラフの巨大地震」を推計しているた
め、大分県においても検討が必要

「主な海溝型地震の評価結果」（地震調査研究推進本部）より引用



想定津波について その２

○「別府－万年山断層帯の長期評価
について」 （平成17年３月９日
地震調査研究推進本部 地震調
査委員会)及び「宇部沖断層群（周
防灘断層群）の長期評価につい
て」

（平成20年11月17日 同委員会）

別府湾を含む地域・・M7.2程度
周防灘・・M7.6程度

大分県に甚大な津波被害を及ぼすと
考えられる２つの波源域について、現
時点の最新の科学的知見に基づき、
発生しうる最大クラスの想定津波の検
討が必要

大分県に甚大な津波被害を及ぼすと
考えられる２つの波源域について、現
時点の最新の科学的知見に基づき、
発生しうる最大クラスの想定津波の検
討が必要

「主要活断層の評価結果」（地震調査研究推進本部）より引用



最大クラスの津波の選定
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対象津波 「南海トラフの巨大地震
モデル検討会」公表
（H24.8.29）による想定
地震津波

1596慶長豊後型地震
（別府湾の地震）

周防灘断層群主部

マグニチュード Mw = 9.1 Mw = 6.9～7.3 Mw = 7.2

使用モデル 南海トラフの巨大地震モデ
ル検討会（第二次報告）
モデルケース１１

大分県独自モデル 山口県・福岡県使用モ
デル

説明 内閣府が東北地方太平洋沖地
震を教訓とし、あらゆる可能性を
考慮した最大クラスの巨大な地
震・津波として想定

別府ー万年山断層帯を構成する断層帯のうち、
別府湾－日出生断層帯（東部）、大分平野－由
布院断層帯、豊予海峡セグメントの３つの領域
を1596年の慶長豊後地震の歴史記録と整合さ
せるため、時間差で連動するモデルを想定

地震調査研究推進本部の
長期評価を基に想定

波源域

地盤の鉛直方
向変動量分布



大分県独自の想定津波について
○別府湾に位置する３つの活断層「①豊予海峡セグメント」、「②別府地溝南縁断層帯（大分平野－

由布院断層帯）」「③別府湾断層帯（別府湾－日出生断層帯（東部））」を対象に、1596年慶長豊後
地震に係る歴史痕跡高と整合するよう、様々なパターンで検証し、波源断層モデルを設定した。



各種条件設定について（概要）
１）潮位については、各沿岸毎に「朔望平均満潮位」を設定
（中津国東半島沿岸：T.P.＋1.9m、国東半島佐賀関沿岸：T.P.+1.2m、佐賀関上浦沿岸：T.P.+1.0m
上浦米水津沿岸：T.P.+0.8m、米水津蒲江沿岸：T.P.+1.0m ）

２）地盤の沈下については、断層モデルから沈降量を算定し、その結果を用いて陸域の地形データの高さから差し引く
（最大沈下量：南海トラフ地震 -0.9m、1596年慶長豊後型地震 -4.28m、周防灘断層群主部 -0.19m ）

３）地震動については、各種施設の技術的評価結果に基づき判定。技術的評価がなければ、すべて破壊
４）津波の越流については、越流と同時に各種施設とも「破壊」（比高ゼロ）
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設定した津波浸水想定の項目について
■基本事項
○浸水域

海岸線から陸域に津波が遡上すること
が想定される区域

○浸水深
陸上の各地点で水面が最も高い位置
にきたときの地面から水面までの高さ

■参考事項
○津波水位

津波襲来時の代表地点※ごとの海面高さ
（標高で表示、地盤沈降量を考慮）

○１ｍの津波水位到達時間
海域を伝播してきた津波により、代表
地点※においての初期水位から＋１ｍ
（気象庁の津波警報の基準）の変化が
生じるまでの時間

○最高津波水位到達時間
代表地点において津波の最高到達高さ
が生じるまでの時間

※代表地点：背後の陸上部に人家等が存在し、
防災対策上必要となる沖合約30mの地点

浸水深(m)

東京湾平均海面(T.P.)

津波水位
(標高)(m)

浸水域（浸水深を着色）
海岸線

※津波水位は地盤沈降量を考慮した値
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地震発生からの経過時間（分）

最高津波水位

初期潮位＋１ｍ

地震発生

１ｍの津波水位到達時間



計算結果について その１

■ 基本事項
○ 浸水域、浸水深 ： 大分県津波浸水想定図のとおり

■ 参考事項
○ 最高津波水位、１ｍ津波水位到達時間、最高津波水位到達時間

市町村 代表地点 最高津波水位

（T.P.m）

１ｍ津波水位

到達時間（分）

最高津波水位

到達時間（分）

佐伯市 蒲江丸市尾浦 12.8 26 32

津久見市 港町 4.6 51 60

臼杵市 臼杵川河口 5.1 58 65

大分市 佐賀関西町 7.8 53 69

大分市 大野川河口 3.3 88 108

別府市 亀川東町 4.7 85 104

※ 「最高津波水位」は、海岸線から沖合約30mの地点における最高の津波の高さを標高で表示
※ 「１ｍ津波水位到達時間」及び「最高津波水位到達時間」は、各地域海岸の代表地点の中での最短となる時間
を表示
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（１）南海トラフ巨大地震



計算結果について その２

市町村 代表地点 最高津波水位

（T.P.m）

１ｍ津波水位

到達時間（分）

最高津波水位

到達時間（分）

国東市 安岐町塩屋 4.4 17 18

杵築市 奈多 4.3 15 18

日出町 大神漁港 3.0 12 46

別府市 北的ケ浜町（弓ケ浜町） 3.1 24 40

大分市 佐賀関港 2.7 3 5
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（２）1596年慶長豊後型地震（別府湾の地震）

（３）周防灘断層群主部

市町村 代表地点 最高津波水位

（T.P.m）

１ｍ津波水位

到達時間（分）

最高津波水位

到達時間（分）

中津市 小祝新町 2.2 － 65

宇佐市 和間海浜公園 2.2 － 30

豊後高田市 香々地町見目 2.9 13 13

姫島村 西浦漁港 4.9 15 16

国東市 国見町伊美港 2.9 18 18

※ 「１ｍ津波水位到達時間」で「－」は、「最高津波水位－初期潮位（朔望平均満潮位）」が１ｍ未満。



設定した津波浸水想定の活用について

○ 津波避難意識の向上
・県が津波避難計画策定指針を策定（H25.9）

・現在、沿岸１２市町村で市町村津波避難計画の策定中
・平成２６年度を目途に、浸水想定区域内にある自主防災組織（自治会）ごとに地域津波避難

行動計画を策定

○ 津波避難体制の構築
・最大クラスの津波から避難するために必要な緊急避難場所、避難路の位置・高さ等の把握に活用

■浸水想定を津波防災地域づくりの推進

・策定にあたっては、民生委員、消防団員、市町村社会福祉協議会職員等関係者を含めて
ワークショップを開催

・定期的に避難訓練を実施し、検証した上でより実践的・効果的なものにしていく

・津波避難ビルの指定拡大
県内で５０１棟を指定（H26.1.31時点）

・避難路の整備
市町村、自主防災組織等による地域の避難路整備

・「大分県津波防災に係る連絡会」を設置（H25.9）
（関係市町村、国土交通省九州地方整備局・河川国道事務所、大分県関係課）

・県内で最も被害が大きいと想定される佐伯市をモデルに、地域の実情に沿ったソフト
とハード対策をワーキンググループを設置し検討中（今後、他市にも拡大）

・津波災害区域等の指定なども、随時検討していく
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参 考 資 料
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14

地域海岸の区分
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地域海岸の区分（補足）



最大クラスの津波の対象津波群の選定
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各種計算条件について（詳細）

項 目 内 容

基礎方程式と

数値計算法

◆ 非線形長波方程式をLeap-Frog差分法を用いて近似（波源域から沿岸までの
伝播や陸域への浸水）

計算時間と

計算時間間隔

◆ 計算時間：南海トラフ地震は１２時間、他は６時間

◆ 時間間隔：0.05～0.1秒（全ての計算領域で一定）

対象地形 ◆ 現況地形

（陸 域）国土地理院・国土交通省による最新のLPデータを活用

（海 域）海上保安庁の海図、（財）日本水路協会等の海底地形デジタル

データ及び大分県の漁港・港湾等の管理平面図等のデータを活

用

（県管理河川）最新の測量結果を基に地形データを作成

（国管理河川）最新の測量結果を基に地形データを作成

粗度 ◆ 国土地理院の基盤地図情報や都市計画図などを用いて、土地利用状況に応

じた係数を設定

先端条件

（陸上への浸水条件）

◆ 水深10-2m
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計算範囲・計算格子間隔について

領域名 メッシュサイズ

1 沖合領域 2430m

2 大領域 810m

3 中領域 270m

4 小領域 90m

5 沿岸部領域 30m

6 詳細領域 10m 18



○大分県防災対策推進委員会有識者会議

氏 名 所 属 ・ 役 職

議長 竹村 惠二 京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設 教授

委員 千田 昇 大分大学 名誉教授

委員 佐竹 健治 東京大学地震研究所 教授

委員 平原 和朗 京都大学大学院理学研究科 教授

委員 工藤 宗治 大分工業高等専門学校 准教授

委員 平井 義人 大分県立先哲史料館長（現 大分県立芸術緑丘高等学校校長）

開催： 計12回（平成23年5月～平成26年3月）

検討体制について
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